
令和８年１月 第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和８年１月６日（火）午前９時 30分～午前 10時 00分 
 
２ 開催場所 ４階特別会議室 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

新年あけましておめでとうございます。昨年は、職員の皆さんのご尽力により、

業務が順調に進行していることを実感しており、引き続き本年もよろしくお願いす

る。 

本年は、大手町４街区の最終的なデザインの決定や、丸亀駅や丸亀港までのウォ

ーカブルなまちづくりを目指した取組が進むため、50年 100年先まで見越したまち

づくりとして、気概や自信を持って取り組んでいただきたい。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

①  教育大綱（案）について（市長公室長） 

令和７年度で計画終了となる教育大綱について、総合教育会議等で見直しにつ

いて協議し、新たな教育大綱の素案を作成した。 

（資料に基づき説明＝市長公室政策課副課長） 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

①  物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業について（市長公室長） 

12月の国の補正予算を反映した当該交付金の活用について、事業内容の報告を

するとともに、１月 16日開催の臨時議会において補正予算議案として上程する。 

（資料に基づき説明＝市長公室政策課長、総務部財務課副課長） 

・新聞報道では、ギフトカードの配送開始が２月下旬、使用開始時期は３月中と報

道されているが、その後スケジュールに変更はあるか。（副市長） 

 → 現在は、そのスケジュールに向けて進めている。 

・市外に転出した学生支援の対象人数は補正予算の見込み分で足りるか、また市外

学生を対象とする意図は何か。（モーターボート競走事業管理者） 

→対象人数は、進学率等から把握した上で、さらに転出者を見込み十分であると

考える。学生に向けて、食料品の支援とともに、Ｕターン就職等に注力する目的

でもあり、本市の支援制度などの情報提供をする。 

・他の自治体で前例はあるか。（モーターボート競走事業管理者） 

→大阪府では、住民票の有無を問わず、在住の学生に食料品の支援を行っていた

例がある。 

・全国的な物価高騰対応支援であり、市外に転出した学生が、転出先自治体での受



給と重複することは可能か。（産業生活部長） 

→可能である。 

・学生の括りはどこまでか。（モーターボート競走事業管理者） 

→専門学校、大学院、高校生も全て対象とする。 

・ギフトカードが使用可能な加盟店は、新たに募集していくか。（産業生活部長） 

→市内商店等を広く募集する。 

 

４ その他 

①  新春フェスタについて（産業生活部長） 

（資料に基づき説明） 

②  飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費支援のクラウドファンディング型ふる

さと納税について（産業生活部長） 

目標額 100 万円のところ、1,007,000 円 57 件の寄付があった。ご協力につい

てお礼申し上げる。 

③  令和７年の火災・救急件数について（消防長） 

速報値では、火災件数は、49件で前年の 11件増、救急件数は、6,127件で前

年の 20件減である。コロナ禍以降救急件数が増加傾向にあったが、昨年は前年

から僅かではあるが減少したため、救急車の適正利用の啓発や、県が実施する

救急電話相談の効果が出たものと考える。引き続き啓発、広報を実施するので

ご協力をお願いする。 

④ 市制施行 20周年記念式典について（市長公室長） 

庁議構成員の、１月 25日(日)式典当日の参集時間等については、別途お伝え

する。 

 

５ 副市長から 

  国の予算については、昨年末に補正予算が議決された物価高騰対策を含め、過去最

大となっており、本市においても予算編成を大詰めを迎える中、臨時的経費の増加に

より厳しい状況が見込まれるため、予算編成の最終時まで情報収集し、財源確保に努

めていただきたい。 

 

６ 教育長から 

 昨年中のご協力にお礼申し上げるとともに、本年もよろしくお願いする。 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

例年、年末年始に開催している市長杯について、約 20,000 人の来場があった。ま

た、市長杯での売上が過去最大となるなど、議員や職員の参加についても感謝申し上

げる。 

本年も一般レースをはじめ、５月にはレディースオールスターの開催があり、引き

続きご協力お願いする。 

 

８ 出席状況 



⑴ 庁議構成者（第５条） 
 
 

職 氏 名 出欠 

市 長 松永  恭二 ○ 

副 市 長 窪田  徹也 ○ 

教 育 長 末澤  康彦 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林  諭 ○ 

市 長 公 室 長 栗山  佳子 ○ 

総 務 部 長 七座  武史 ○ 

健康福祉部長 谷本  智子 ○ 

協働推進部長 田中  壽紀 ○ 

都市整備部長 伊藤  秀俊 ○ 

産 業 生 活 部 長    平 尾  聖 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
冨士川  貴 ○ 

教 育 部 長 山下  友通 ○ 

消 防 長 宮 脇  淳   ○ 

議会事務局長 奥 田 孝 彦 ○ 

      

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室秘書課長             塩 田 佳 代 

市長公室職員課長             津 村 潤一郎 

総務部財務課長              高 倉 鋭 悟 

総務部財務課副課長            石 川 真 司 

 

    

(3) 事務局（市長公室政策課） 

   市長公室政策課長             真 鍋 裕 章 

   市長公室政策課副課長           藤 井 慶 子 


